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1. ホームサーブの会社概要
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法人名 ホームサーブ株式会社

本店所在地 東京都中央区日本橋室町1丁目2 -6

会社設立日 2019年2月22日

事業内容 住宅設備のサブスク型修繕サービス提供

資本金 21億円

株主構成
三菱商事50%
HomeServe International 50%

代表取締役社長 伊達隆裕(三菱商事出向者)

ホームサーブ(株)会社概要

当社の実績

サービス名称

「ぐっとずっと。住宅安心サポート」

中国電力

サービス名称

「東北電力のすまい安心サポート」

東北電力

サービス名称

九電あんしんサポート「ホームサポート」

九州電力

提供サービス

• 自治体・電力会社が直接対応できない、住宅内の設備
(給排水設備・電気設備・エアコン)の問題をワンストップで解決

責任境界
(メーター等)

住宅所有者の
責任範囲

ホームサーブが
問題を解決

約12百万世帯
2021年10月末時点

92.3%
年間ベース

提携先世帯数

顧客維持率

約3.5万件
2020年1月～

顧客数
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2.自治体との協業モデル・寄付対象プロジェクト
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地域住民・顧客

管工事組合殿傘下
地元工事店・指定工事店

住民の方々
へのご案内

保険会社

修繕実施

サービス規約

修繕工事費用

修繕工事契約

保険料

保険金
(修繕費用)

寄付金等 包括連携協定

包括連携協定

地域住民への
サービス拡充

地域社会での課題・
問題解決に寄与

地元企業との提携・
雇用創出

自治体自治体

k

寄付を検討しているプロジェクト

• カーボンニュートラル社会実現

• EX・DXの推進

• スマートシティ

• SDGs

• 地元企業支援
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ご参考： HomeServe社概要
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HomeServe社概要

時価総額 約6,000億円

従業員 約6,300名

アクセス可能な顧客数 1.1億世帯

(Utilityパートナーの顧客基盤)

顧客数
(百万世帯)
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6.0%

6.5%

7.0%

7.5%

8.0%

8.5%

9.0%

568 584
633

785

900

10
56 62 74 96

2014 2015 2016 2017 2018

顧客獲得率*

*アクセス可能な顧客数に占める契約顧客数

売上(£MM)

純利益(£MM)

HS社の顧客数 HS社の財務実績顧客の地域分布

英

26%

仏

13%北米

43%

西

16%

伊他

2%

840万
世帯

HomeServe社の歩み

HomeServe社の強み

568 584
633

785

900

1004

1132

10
56 62 75 96 108 106

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

【財務実績】

純利益(￡MM)

【顧客数】

売上(￡MM)

6,200億円

【顧客の地域分布】

*アクセス可能な顧客数に占める顧客数

2021年

ベルギー市場参画
(Enecoとの協業)

日本市場参画
(MCとJV設立)

2019年

830万世帯の顧客データを
分析しニーズの高いサービスを開発

260万件
2018年3月までに実施した
顧客からの修繕依頼総数

5,000以上
協業する修繕業者を管理。

独自の品質管理。

マーケティング
ノウハウ

顧客中心主義 パートナー重視

顧客との信頼関係
を構築

価値あるホーム
サービスの提案
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ご参考： SDGsへの貢献~持続可能なみらいのために~
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ゴール８
働きがいも経済
成長も

① 新たな顧客・事業機会を創出し、地域の経済活性化を支援

② 適正な料金体系での料金回収を担保し、働きがいのある事業
環境を整備

ゴール10
人や国の不平等をなくそう

ゴール12
つくる責任・つかう責任

① 各地域でインフラ修繕ネットワークを構築する事でインフラ関連
サービスの地域格差の解消を支援

② インフラ整備事業を展開し、持続可能なインフラの整備に寄与

③ 地域住民の方へより安心・安全な生活サービスの提供

① 顧客からの利用料金の一部を寄付としてお支払いし、新たな収益
源の確保に寄与

② インフラ整備事業を展開し、インフラ関連サービスの質向上に貢献

ゴール11
住み続けられるまち
づくりを

ゴール17 
パートナーシップで目
標を達成しよう

① 自治体及び地域に根差した地元企業とのパートナーシップにより、
生活インフラ修繕サービスを通じて、地域の課題解決に寄与する



2021年11⽉
株式会社フォーラムエイト

システム営業Group 新⽥ 純⼦

地⽅創⽣SDGs官⺠連携プラットフォーム・第16回企業版ふるさと納税分科会
「企業と地⽅公共団体とのマッチング会 」

企業版ふるさと納税を活⽤した
3DVRデジタルツイン都市モデル構築



◎ ⼟⽊設計⽀援パッケージソフト開発販売で創業、UC-1は、1981年発売開始
◎ 登録ユーザ数129,485（2020.12.1現在）、⼟⽊設計ソフトで、トップクラスのシェア
◎ ユーザ内訳︓建設コンサル60％、官公庁、⼤学、建設、⾃動⾞、各種研究機関
◎ ⼯学博⼠6名、技術⼠5名（建設/情報⼯学/総合技術管理）

ソフト開発・応⽤情報・基本情報技術者64名
◎ 事業所︓国内11・海外5で営業展開、ソフト海外輸出・⼤型プロジェクト受注
◎ 100%出資（海外）︓上海富朗巴／⻘島軟件技術／台湾富朗巴／F8ベトナム／F8ミヤンマー
◎ 2020年34期は、売上42.4億（純利益は過去最⾼7.85億）
◎ 認証登録︓ISMS、Pマーク、QMS(ISO9001）、BCMS（BCP）、EMS（ISO14001)を全社で取得

PSQ認証制度取得（UC-win/Road Ver.12、UC-1シリーズ各種製品）
◎ 基本特許取得︓データ伝送技術「a3S クラウド伝送ライブラリ」／クラウド管理システム

VR-Cloud®運転シミュレーション／クラウドコンピューティングのアーキテクチャ 他

FORUM 8  Company profile

株式会社フォーラムエイト（FORUM8. Co., Ltd）
設 ⽴ ︓ 1987年5⽉ 資 本 ⾦ ︓ 5,000万円
登 録 ︓ 建設コンサルタント
事業内容 ︓ 設計⽀援ソフトウェアの開発／販売／サポート

各種ソリューション提供
従業員数 ︓ 288名（2021.4.1現在）



◆全体最適・市⺠参加型・機動的なまちづくりを実現
◆多様なシミュレーションによる防災政策の⾼度化・安全教育の実践

● VRプラットフォームで
インフラ計画の合意形成を効率化

●⼟⽊・⾃動⾞・防災・環境・
教育・医療など幅広い分野に適⽤可能

●様々なオープンデータと
連携するカスタマイズ開発が容易

●サイバー空間と現実世界をつなげ
社会課題を解決するSociety5.0の具現化

UC-win/Road活⽤事例（3D・VRシミュレーションコンテスト受賞作品）第17回 グランプリ「北海道新幹線札幌駅計画VRシミュレーション」
北海道旅客鉄道株式会社（左）／第8回 グランプリ「⾸都⾼速道路⼤橋JCT」⾸都⾼速道路株式会社（右）

3DVRシミュレーションソフトウェアUC-win/Roadを⽤いて
都市のデジタルツイン構築します。

3DVRシミュレーションソフトウェアUC-win/Roadを⽤いて
都市のデジタルツイン構築します。

フィジカル空間

サイバー空間

基盤情報
施設情報

計画情報

防災情報

⼈流情報
環境情報
など

３D
地図データ

次のような事業に取り組んでいる地⽅公共団体への寄附を検討しています。



国⼟交通省 都市計画課 スマートシティの取り組みより



UC-win/Roadを⽤いたデジタルシティ活⽤事例UC-win/Roadを⽤いたデジタルシティ活⽤事例
●防災・減災シミュレーション

●都市計画、4D・nDシミュレーション

災害時のシミュレーションや避難経路を3次元で確認可能。マルチハザードにも対応。
わかりやすい避難誘導説明が実現し、防災教育や避難訓練などで有効、全体の俯瞰図、実際の避難場
所の位置、浸⽔前と浸⽔後の様⼦がウォークスルーできる。

出典︓東京都港区ホームページ

▼港区浸⽔ハザードマップ ▼全体俯瞰表⽰

▼避難所表⽰

▼⽔位表⽰

▼浸⽔範囲、浸⽔深の表⽰



インフラデジタルデータベースとの連携インフラデジタルデータベースとの連携
デジタルツイン上に地下インフラの符号データを付加、道路・下⽔・橋梁等の各デジタルインフラDBシステムと連携

■維持管理 データベースと連携し、2D図⾯、3DVRで地下インフラを参照

▶2D図⾯・3DVR連携表⽰
▶地上構造物との関係も確認可能
▶インフラデジタルデータベースと
連携



＜連絡先＞
〒108-6021
東京都港区港南2-15-1 品川インターシティA 棟21F
株式会社フォーラムエイト

システム営業Group 新⽥ 純⼦

TEL: 03-6711-1974(ダイヤルイン)
FAX: 03-6894-3888
E-mail︓nitta@forum8.co.jp

ご清聴ありがとうございました。


